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情報検索とニュー・メディア

朝

わが閣で JIC ST （日本科学技術情報センター）を初めとしてオンライン・

サ…ビスが始まって10数年、その後の構報産業は加速的に進歩をとげた。現在で

はニュー・メディアと称される培報媒体もあらゆる分野で、また、様々な形態で



出版されている。特にCD-ROMはニュー・メディアの中にあっても象徴的な

存在であるつこのような現象は訴究者をはじめとして我々疫民にとっても、非

に便利江誌の中を造り上げてきた。このため学術的な情報、旅行そして買物

など研究者は訴究室に賠ながら、人々は家誌に居ながら必袈最抵摂の需報誌

に入手できるようになった。さらに、多少奮発して0. A. 機器を設備するとそ

こはもはや研究濯でもなく家庭でもなく小さな情報センターである。

しかしながら、情報は生き物で三うるから扱い方が患いと大変な事態告引き起こ

す。利用する場合には絶えず目的と自標を明識にしておかねばならない。例え、

部屋に胞ながらにしてJ情報を入手することができても、所詮限られた＇ f青報でしか

ないの特に研究者が研究を姶めるにあたって、予議謂査のための情報の収集誌

または借報センター等で行うのが必須の行動であり最適と考えれる。最近で

は学擦分野においても CD-ROMがあたかも情報収集の主流のよう ι宜伝され、

され宗教的にその広がりを見せている。決して、このシステムそ杏定するの

ではなくむしろ歓追する者であるが、これが主流と云う考え方は情報提洪者の立

場にある者にとってはあまちにも寂しい知識の範盟である。私はオンライン・サー

ビスが始まった当時のことを時折患い出す。検索ミスで冷汗を流した経験は片

では数えきれない。現在でさえ私は呂常業務の中において、情報処理と情報提供

ミスをいまだに憂悲している。情報検索ミスむ賓技試誰がとるのであろうか。知

もない経験もない詰員が、ただ単に上司の命令と云うことだけでいとも簡単に

検索業務を行っている姿を見るにつけても昔の自分を思い出し冷水母浴びせられ

た感じがする。

ともかく、これちメヂィアの利用にあっては前にも述べたが目的を明確にする

こと、加えるに知識こそこれらを使いこなす最大の武器ではなかろうか。それに

しても日常使用している医学関連分野 IndexMedicusの Thesaurusである立 e

SH （はedicalSubject Headings）のキー・ワード約15,000語を修

まりにも多すぎる数である。

（区i
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第 2閲九州地区医学図書館員セミナーに参加して

自宏昭

期間：平成 2年 7月四日（木〉～20日〈金〉

所：長崎大学問鵜密書館医学分館 視聴覚室

・大分 ・長崎大学・福岡韓科大学・参加者：佐賀

九州 －福岡大学・久留米大学・

した。

・からオブザ…パを含め11

日 : 7月四日

1. 講演

講師．

2 . 

3 . 

と長崎J

悪 出口病院副院長（日本

び壁疑応苓

師. Hormozd Mehrrostami氏 CSC L英会話学校）

7月20日

1. 参加者発表及び賓疑応答

2 .講演「これからの

部．朝倉 一（九州大学医学密書館専門員〉

3 .総括講評・開会挨拶

このセミナ…の目的は時伐に部応すべく館員の資質向上を計るため、九州地区

医学院審舘協議会主催で開かれたものである。

今回のセミナーの特設は、医学図書館員とは伺かーその特徴と役割ーを中心テ…

マにしたことであっル。

これは、 とりまく厳しい情勢の中で、

たすべき役誤、日常業務、

関書館員j と誌荷な

あらためで討議し、のか、その特徴、

今後、各自の のなかに生かしていこうということである。

そこで、各自の業務の中での問題点等を将来 をも含めて し、これに

コンピュ…タ等をどのように応用していくかという問題があっル O

、私は「学外文献被写故頼舘の選択と現状についてJという相互貸借関孫
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のことについて した。身近な業務のためか質疑応答の時に賀聞が集中し、自

分の経験、勉強不足のため返答に困っ，M 0 

又、初日の午設は英会話教室が関かれたが、中学・高校の授業とは違い、数の

かぞえ方や、道を尋ねられたときの対応等、かなり実践的な内容であった。今後、

さちに国際化が進み外国人留学生の図書館利用が増えていくだろうといわれてい

るだけに、この援な英会話をとりいれた授業は大変有意義であった。 2日目は朝

倉専門践が fこれからの涯学図書館員j という題で講演をされた。ここでは、監

という学問の重要性をとかれ研究者を生かすも殺すも鴎審舘員の資質次第だと

いうこと、その自覚省ともって日常業務に携わるよう講演された。

最後に、 2日間という程い期間ではあったが、色々な面で勉強になった。また、

今後もこのよう屯セミナ一等があれば積極的に参加し勉強していきたい。

（参考調査掛〉

平成 2年度大学図書館職員長期研修に参加して

三浦 誠

期間： 1990年 7月16日－ 8月 38

場 所： i望書館情報大学〈茨城県つくば市〉、

講義内容を、省略し下記の理由で医学図議舘との関係で惑想を述べたいと思う。

涯学図欝舘界では、国書舘が生き残るためにはなにをなすべきかと言われて久

しい。

このことは、この情報化社会で医学図書鈴は、利用者が必要とする資料をいか

に早く、確実に提供するか。また、サービスをいかに拡大するかであろう。

このような医学園番館の状況を踏まえ、各講義、各見学に刺激と驚きを受け取

ることができるかという話的を持って出発した。

利用者が必要とする資料は何かを学術情報センターにおげる学術情報のとらえ

方を参考にしながら考えてみ l'-O

利用者が必要とする資料はゼロ次情報から三次情報まである。
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ゼロ次情報

学情センター：数値・画像情報・研究者のデータ・ベース（一時的なデーター・

観測、実験データー・文書・日記〉等。

病院地区に於ける主なゼロ次情報は、カルテであろう。

患者の病状、治療指針および記録のカルテはこれらの情報を、電算機に蓄積し

必要に応じて提供しているのが、医療情報部である。

必要な情報を将来は研究者に、より早く提供するためゼロ次情報と図書館情報

とを有機的に結合しなければならないだろう。

一次情報

学情センター：一次情報の収集提供の最適化への間接的貢献、全文データベース

指向。

図書館が、研究者、学生、医者に、提供する主なものがこの一次情報である。

これは、冊子体から、 CD-RO Mによるものも出版されつつある。今後、利用

の多様化を考慮に入れてCD-ROM導入を検討することも必要だろう。

しかしこの中で問題になっている所在不明というグレイ・リタラチャーの解決

を考えなければならない。このため当該機関の所属研究者が創出した論文を所属

図書館で加工蓄積することにより、グレイリタラチャーの減少を図り研究者の要

求を充すよう努力すべきであろる。 1例として国文学研究資料館は、独自情報作

成と CD-RO M提供を行おうとしていた。

二次情報

学情センター：目録所在情報サービスの提供、情報検索サービスの提供、プレプ

リントと研究会。

所在情報サービス

一次情報の提供は、予算、スペースに問題があり一つの図書館では不可能であ

る。この理由と相互協力を目的とした各種の所在日録が作成されてきた。現在で

は、電算機を利用して所在情報を確認出来るようになった。しかし次の 2点が現

在問題である。

1：業務の合理化が、行われているのか。

カードレス化、書誌取り込みがうまくできているか。
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2：利用者iこいつでも、どこでも提供できているか。

オンライン検索が、可能か。

情報検索サーピス

の二次資料は、冊子体・接被詮索の二種類であった。しかし CD-RO 

M出張により、利用者が冊子体のように自分で検索する機会が冊子体以上に増加

すると推察される。図書諒は、必要なCD-RO Mを提供しなければならないだ

ろう。これに伴ってCD-ROMの利用教背等の指導が必要になるだろう。しか

し、最も平く惜報を入手できるオンライン検索辻、今後継続すべきで為る。

三次清報

学構センター：ヂィレクトリ・ヂータベース、レピュ…文献。

この様なディレクトリ・データペース在検索することにより最新の情報告人

できるだろう。

将来へのために

第一：業務C合理化を行わなければならない。

第二：サーピスの拡大

・各種でてくる機器の取扱説明0

．各種二次資料の検索方法。

・個人ファイノレ昨或のための援助0

．独自信報の作成。

医学留番館の蒋来

和患者が必要とする情報を学内LAN (Local Area Network）や電子メー

を使用することにより、よりよいサービスが可能となるだろう。図帯館は、一次

槽報から三次情報の提供を行う。一次構報や二次構報の変化は、紙出力から光ディ

スクに保存し必要な時に電子情報のままで検索、スクリーン上で箆覧する。

このため科用者の要求に答えられるよう構報を蓄積し、特に二次f警報について

は、学内LA Nを過してサービスを行う。また、質問・串込等は、利用者からの

メ…ノレを通して処理告行う。

このようなサービスむ拡大在図るには、業務の合理化を行なうことが先決であ

ると確信する。 （参考讃査掛〉
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第25回医学図書館員研究集会に参加して

穴見一博

今回の研究集会は、 「医学図書館とニューメディア－21世紀を展望する－」とし

て、 10年後にせまった21世紀ヘ向けての図書館をテーマに、全国から 36名（男性 8

名、女性28名）の参加を得て開催された。日程、及び主な集会内容は下記の通りで

ある。

記

（日程）

会期： 8月22日（水〉～ 8月24日（金）

会 場：コミュニティ嵯峨野（京都）

当番館：京都大学医学図書館

（集会内容）

1.講演

JML Aの組織と活動（仲野 治二氏：大阪歯科大学図書館）

Medical Librarianship （朝倉 一氏：九州大学医学図書館）

小児期からの成人病対策（衣笠 昭彦 氏：京都府立医科大学

医学情報とニューメディア（棲井恒太郎 氏：東京大学附属病院〉

2 . グループ討・3義

テーマ：医学図書館とニューメディア

3 .パネルディスカッション：医学図書館とニューメディアについて

4 .グループ討議（業務別：整理、雑誌受入、参考、閲覧、相互貸借〉

今年の研究集会では、掲げられたテーマでも明らかなようにニューメディア中心、

それも全国の大学図書館で導入が増加している CD-ROMに関する事柄が多く取

り上げられた。医学図書館で業務する私達にとっても、 CD-ROMをはじめニュー

メディアと称されるものを的確に応用していく必要に直面している。病院をサービ
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スの対象とする医学国書館長の使命はなおさち であり、今後さらに、より迅

な情報提供が求めちれている。こり事に関連して、業務別グループ討議では

の業務分野においても、ニュ…メディアの利用を念頭においていかに迅速に清報

を、エンドユーザーに提供できるかが論議された。医学留書館にきて約 5ヶ月が経

してますます爵書館員としての意識の向上と、知識の蓄積が必要と痛感した研

集会であった。

最後に、 8月の暑い 3日間、お世話していただきました当番舘の京都大学医学密

書館と実行委員長並びに、実行委員の皆様に樫くお礼を申し上げます。

〈受入掛〉

平成元年度医学図番館利用統計

1.入鎗者数

生医研

医学部 61,180 (56. 1%) 

医病 12,038 (11. 0%) 

歯学部〈合病） 13,114 (12. 0%) 

薬学部 4,385 （ム0%)

医短大 16,852 (15. 5%) 

生医研 1,133 ( 1. 0%) 

他部局 309 ( 0. 4%) 

メ仁~、 計 109,011 
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2.貸出者数

他部局

言~

医学部 7,099 (41. 7%) 

医病 2,759 (16. 2%) 

薬学部1鞘脳線側 主 歯学部（含病） 3,670 (21. 6%) 

薬学部 416 C 2. 4%) 

医短大 2,819 (16. 6%) 

生医研 145 C o.9%) 

他部局 109 C o. 6%) 

メ仁~、 計 17,017 

3.貸出冊数

医学部 12,084 (40. 0%) 

医病 5,467 (18. 1%) 

歯学部（含病） 6,968 (23. 1%) 

薬学部 889 C 2.9%) 

医短大 4,325 (14. 3%) 

生医研 257 C o.9%) 

他部局 183 C o. 7%) 

メ~ 計 30,173 
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4.文献複写受付・依頼総数（件数〉

3. 000 

2, 000 

1. 000 

。
受付 謝絶 依頼

5.文献複写受付件数

7. 000 

6. 000 

5, 000 

4‘000 

3，。。。

2, 000 

1. 000 

。

6.981 

国大国大公私大学内 学内一 般 日本 謝絶

公費私費 校 費 私費 医療団
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6. 文献複写依頼件数

彰物844 

800 

700 

600 

500 

400 

300 

200 

100 

。
国大 国大 公私大 現物 謝絶

公費 私費 貸借

新着図書案内

（人体解剖学）

NHK取材 班 著 驚異の小宇宙・人体別巻 1 -2 日本放送出版協会 1989-90 Q S 5 

Gosling, J. A. 等著 アトラスとテキスト 人体の解剖 南江堂 1989 QS 17 

寺田春水藤田恒夫共著 解剖実習の手びき第8版 南山堂 1988 QS 25 

山本敏行著 基準組織学改訂第12版 南江堂 1989 QS 504 

小川和朗等編 人体組織学第5巻 朝倉書店 1990 QS 505 

石原勝敏編著 図説発生生物学 丸善 1989 QS 604 

Sadler, Thomas W. 著 ランク。マン人体発生学 医歯薬出版 1988 QS 604 

（生理学）

星 猛伊藤正男総編集 新生理科学大系第20巻 医学書院 1990 QT 5 

中野昭一編 図解生理学 医学書院 1989 QT 104 

中山昭雄編 温熱生理学 理工学社 1983 QT 104 

東京都立大学体育学研究室編 日本人の体力標準値第4版 不昧堂出版 1989 QT 255 

石河利寛松井秀治共編 スポーツ医学改訂第6版 杏林書院 1989 QT 260 
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（生花学）

丸山工作著 生化学第12該 裳華房 1988 Q U 4 

井本泰治著 タンパク質工学への招待 南江堂 1989 Qじ 55

内田久錐編 按験・蛋由貿の構造f警報 東京大学出版会 1989 Q U 58 

産出光編 総合務費科学 f援護社惇生器 1989 QU  85 

竹田亮祐著 ステロイド薬の使い方 永井響詩 1989 Q U 95 

遠藤震等鵜 カルシウムイオンと細胞機能 共立出版 19号0 Q U 130 

（薬理学）

藤原元始等編 産科薬理学 南山堂 1宮88 QV  4 

藤野讃子等纏 最薪薬理学 講談社 1号S号 QV 4 

研賀立二奥村勝彦共繍 生物薬剤学 薬業略報社 1989 Q V 21 

百 灘勉馨 定量薬品分析一第5改議販… 擦問書店 1988 Q V 25 

西崎統石村主孝夫 共編 ナース的ための薬剤ハンドブック第 2~長 底学審髭 1988 Q V 55 

菊油方利等編 治穣薬マニュアル 震学響院 1990 Q V 55 

九州大学医学部開震病院纏 九州大学窓学部附麟震設窪薬品集第S薮 九州大学医学部隅農務説 1989 Q V 55 

稲永和鷺器中正敏共謀議 向務神薬 震歯議出張 1988 QV 76.5 

Tu, Anthony T.著 身のまわりの樽 東京化学問人 1989 Q V 600 

伊賀立ニ奥村勝彦共繍 生物薬剤学 薬業時報社 1989 Q V 704 

議鵠仁木村穂城 郎共瀦 薬剤学 麗JII書店 1989 Q V 704 

板谷幸一縞 涯薬品情報学入門 南山堂 1989 Q V 736 

監修 日本薬局方第11改正 襲JIi響店 1988 Q V 738 

日本公定書協会監綾 日本薬馬方解説警第11改正 康JI!書諾 1988 Q V 738 

諒本公定書協会監修 第11改正 麗川番店 1988 Q V 738 

島本公定書協会監修 第11改正 廃JIi審痛 1988 Q V 738 

関口鹿二著 告本薬局方接説 一第11改正一 南山堂 1987 Q V 738 

市JI！正孝編 薦出堂 1988 Q V 744 

上野芳夫大村智共編 微生物薬品化学第2按 南江堂 1986 Q V 744 

JII漂 徳夫等著 有機薬品製造化学 麗}Ii審店 1988 Q V 744 

北JI！勲等著 生薬学第3版 麗JII審fr5 1989 Q V 752 

工藤毅恋、編 護方実用大事典 学習研究社 1989 Q V 752 

三様博編 主主薬学第3版 高江震 1989 Q V 752 

（微生物学および免疫学）

R. Y. スタニヱ等著 微生物学第5按 培農結 時89 QW  4 
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山村誰ー雛

菊ま骨造吉著

（害生虫学）

山口高雄著

（臨床鋳理学〉

最新免疫学第 1-2巻

免疫学盟議

日本における旋毛虫ならびに旋毛虫症

荷台忠共縞箸正常穫と異常鐘の路前間伐訂版

〈務3史学〉

飯島宗一

西山保一著

問中正敏著

米舛謹一等編

議i埼…義B服部信共縮

技谷正史等編

（医業）

武田佳彦等審

現代務躍大系 llA 

マクロ病閣アトラス

ストレス そのとき蕗誌？

図書誌床露シリ…ズ no.26 

腫蕩マーカー

癒遺伝子データブック

メヂィコピア 21 

限~総合繍鰭システムの実擦第2叛

日本産自事会主主命檎灘懇談合 編 ？翻と融；；こついての轍儲躍議集

詰本震師会生命倫理懇談会編 「設嬰と間意Jについての報告

「説明と同意」に関するアンケート
島本監部会生命倫理懇談会

纏集計結果報告瞥

編 青少年の自殺

（臨床臨学）

小潰務次繍

藤邑諾男考察，繍

持部 裕 櫨 川 俊 一共嬬

麗形稔等編

河野敦等編著

有水界模松貞夫共繍

遼LlJ 簿議著

〈｛去染購〉

機織の草書膨張と：話題詰護改訂第2版

必｛疹内務学改訂第4版

診療内科学

チャートによる検査診断学

最新MR I情報

MRI 診断マニュアル

輪車学改訂第2版

東京女子医科大皮膚科教室議 コスモスの花蔭で

奥田正治箸

三輪谷控夫

（筋・号諮系）

感染症の鱗似疾患

感染症学

Blauth,W. Sch山 hardt,E. 共著 膝語接手梼アトラス

13 

需文書設 1990 QW  504 

メヂィサイヱンス社 1989 QW  517 

南江滋 198告 QX  207 

中外壁学社

ヰゴ山書｝苫

文光業

メジカノレビュー社

医学審競

秀溜社

富士レピオ

メジカルビュー投

開本産欝会

話本誌鱒会

日本陸師会

開朋舎出版

新興医学出版社

高江堂

金環出甑

金原出版

中外臨学社

篠原出版

東京女子産科大

震典社

金芳堂

手軽江裳

1988 QY  21 

1990 QZ 4 

1986 Q Z 17 

1989 Q Z 160 

1988 QZ 200 

1986 Q Z 200 

1989 QZ 200 

1990 W 5 

1986 W 26.5 

1990 W 50 

19叩 W 50 

1990 W 50 

1舎88 W 864 

1982 W B 叩5

1990 WB  115 

1989 WB  115 

1984 WB  141 

1989 WB  205 

1989 WB  205 

1989 WB  356 

1990 WC  9 

1983 WC  100 

1982 WC  100 

1989 WE  17 



J，プライン 顔富頭護麓壌アトラス ジュプ1）ン玄ー・フェアラー灯隙 1986 WE  17 

天克良和編 神中整形外科学 一総論－第21販 潟市蛍 1989 WE  168 

辻陽雄高橋栄明共鍛 整形外科診断学 2寂 1988 WE  168 

等襲 筋病理学 文光蛍 1989 WE  550 

片隅治箸 腰痛の正しい知識 南江蛍 1989 WE  755 

河端正意審 ト 南江堂 1989 WE  755 

Winnie,A. P. 著 続持，経ブロック 真翼交易 1988 WE  800 

〈呼吸器楽）

Weinberger, Steven E.著 呼吸器病学入門 態議ジャーナル社 1989 WF  100 

於保健吉罷宮i窪太共著 気管支ファイパ…スコピー第5版 際学審院 持89 WF  141 

議 肺癌C生検と結詫診 際学欝！完 1988 WF  450 

編著 蹄アスペルギノレス疲 医学審読 1988 WF 652 

〈心臓血管系）

井口操車場陪共著 関税血管外科の臨床 高山堂 1985 WG  17 

小柳仁等饗 新・心臓カテーテル詰改訂第2抜 南江堂 1990 WG  200 

石川恭三議 第 2薮 臨学書提 1986 WG  200 

遠藤真弘等繍 CoronaryC~tervention-PとT実CA際, PTCR 
BGの選択 一

織江堂 1989 WG  300 

〈血譲およびリンパ捺）

ペーゲマン ラステッタ…共著 ハイルマイ改ヤ訂ー新版臨床期液学
アトラス

hプリンガ…フェアラーク｝鯨 1989 W 17 

（開腸系〉

消化管機能 内外底学社 1988 WI 100 

木謀議 新消化器病学第 1 2巻 医学書詫 1987 WI 100 

水本譲二 肝 e鎚滋・捧の手衡 罷学書援 1988 WI 770 

〈泌援生植器系〉

町田喜 久雄部辺番丹鱗 述、尿器科間像診掛 金原出版 1986 W J 17 

覇著 ESW Lによる尿路結五治療の実欝 1988 W J 166 

（内分泌系〉

黒住昌史共著 臨沫需顎アトラス 譲原出薮 1990 WK  17 

葛谷健共額 穀倉警高 1990 W:E《810

Benson,W. E. 等著 糖競病と線合併症 震学書院 1ち90 WK  835 

（神経系）

小JII紀雄譲饗 新脳のレセプター 世界銀健遺書社 1989 WL  102 

大友英一議 新編・魁代童話践活弗j 陸薬ジャーナノレ社 1987 WL  300 

編 脳卒中 一最新の臨床… 1989 WL  355 
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中村三 郎編 脳腫壊の超微構造 新興医学出版社 1989 WL  358 

山室 誠著 図説痛みの治療入門 中外医学社 1988 WL  704 

（精神医学）

日本精神衛生会編 精神医療制度改革のための研究 日本精神衛生会 1990 WM  1 

懸回克明等編 現代精神医学大系年刊版’ 89-A 中山書店 1990 WM  5 

日本精神衛生会編 アメリカにおける糊幡害者のコミュニティケア 日本精神衛生会 1990 WM  9 

西丸四方著 精神医学入門第22版 南山堂 1989 WM  100 

R. L. スピッツアー等編 DSM-illによる精神病理学ケースフ＂・'Jク 金剛出版 1987 WM  100 

大熊輝雄著 現代臨床精神医学改訂第4版 金原出版 1990 WM  100 

馬場房子編 働く女性のメンタルへlレス 同朋舎出版 1989 WM  105 

s.アリエティ J.ベムボード著 うつ病の心理 誠信書房 1989 WM  171 

斉藤学等編 アルコール依存症の最新治療 金剛出版 1989 WM  274 

（放射線学）

河村日佐男 大桃洋一郎 共編 線量制面に係わる人体特性及びその関連因子 放射線医学総合研究所 1990 WN  9 

日本アイソトープ協会編 アイソトープ法令集 1989年版 アイソトープ協会 1989 WN  32 

原子力安善技術センター 編 最新放射線障害防止法令集一平成元年一 第一法規出版 1989 WN  32 

高橋睦正編 M R  I最近の進歩 南江堂 1988 WN150 

Manson-Hing, L. R.著 パントモ撮影法原著第2版 医学書院 1984 WN  230 

日本アイソトープ協会編 ラジオアイソトープ 丸善 1989 WN  415 

森五彦等著 ラジオアイソトープの実習と演習 南江堂 1986 WN  420 

Partain, C. L.等著 N M  R映像 HB J出版局 1985 WN  445 

辻 本忠草間朋子共著 放射線防護の基礎 日刊工業新間社 1989 WN  650 

（外科学・麻酔学）

久保木芳徳等著 硬組織再建の原理 j臨遺贈醤宇部口腔生僻講座 WO  176 

小栗顕二二岡祥子共 著 ナースのための麻酔 金芳堂 1989 WO  200 

藤 森貢編 局所麻酔の基礎と臨床 真興交易 1986 WO  300 

大塚敏文著 外傷 日本医事新報社出版局 1983 WO  700 

（婦人科学）

宮地徹等著 改訂産婦人科病理学診断図譜第2版 杏林書院 1987 WP  17 

筒井末春編 主婦症候群 同朋舎出版 1988 WP  100 

郷久鍛二編 マタニティー・ブルー 同朋舎出版 1989 WP  100 

荒井清等著 婦人科学改訂第2版 南江堂 1989 WP  100 

森崇英等著 臆式子宮根治手術 南江堂 1990 WP  454 
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（産婦人科学〉

五舎輝彦著

荒井清等著

加藤宏一等藍修

産嬬人科手箭の基本と応用

産科学改訂第2版

産科婦人科学

Chervenak, F. A. 等審 胎児紹音波診断

諮問信宏箸

（皮j欝科学〉

麻生和雄箸

円反
γrre 

抜

出

出

カ

堂

堂

す

イ

芳

江

る

デ

金

高

ヘ

メ

1989 WQ  17 

1989 WQ  100 

1989 WQ  100 

1990 WQ  210 

1988 WQ  300 写真でみる分娩議2時間の母児ケア 高山蛍

カラーでみる皮膚疾患 金原出版

長義正治大域戸宗男共編 長｝欝科 Q&A 2 

川崎議作等繍 川崎病

大域戸宗男編 皮！蕎科治療ハンドブヴク

（小児科学〉

島田照三黒川新二共議

中出鍵太郎等緩

大城戸照男編

成譲治松田一部共議

1988 WR 17 

1985 WR 100 

1988 WR 200 

1989 WR 650 

南江堂

薦出堂

母性諜失 間関金出張

小売の診療診断学 医学審院

外来の小見皮療科学 南山堂

新生克マススクリーニングハンドフ＠ック 構江堂

Remington, J. S‘Klein, J. 0.共著新生兇感染症

（老年産学〉

！］＼議制男等縞

（歯科学・早控外科学）

線開後夫舗響

薄氷正嗣 ！］＼誤渡部共編

Proffit Willam R. 著

日常診察のための老年援学

レーザ…語学

口腔癌 一診断と治霊喜一

フ。ロフィトめ現代議科矯正学

Alexander, R. G. 饗 vs D矯正鵠沫

Starshak, T. J. San治rs,B. 共著棲譲りための口腔外科

Henderson, D. Steffel, V. L. 共著マタラ‘ソケンパーシャルデンチ＋一

Hickey, J. C. 等著 パウチャー

i宗谷昌彦等著 口控外科診断学

（耳鼻唱犠科学）

Hawke, M. Jahn, A. F. 共事手臨床耳科学カラーアトラス

拐替一郎野村恭也共編著

野 村恭告飯沼害孝共 鱗

等鱗

新耳鼻咽喉科学第8版

耳鼻昭鞍科治療ハンドブック

図説耳鼻咽喉科・

16-

1988 W S 105 

1986 W S 141 

1989 W S 260 

1989 W S 420 

1987 W S 420 HBJ出版島

議有製薬 1985 WT  100 

医歯薬密寂 1986 WU  26 

デンタルダイヤモンド社 1989 WU  28む

クインテッゼンス出版 1989 WU  400 

底密薬出版

書体

医歯薬出駿

1989 WU  400 

1988 WU  50む

1983 WU  515 

1号88 WU  530 

1989 WU  600 

第2販 底議薬出！夜

書｛本

高村喜jお

満山堂

商工b笠

メジカルビュ一社

1990 WV  17 

1989 WU  100 

1987 WU  100 

1986 WU  168 



〈顎科学〉

路村書店

金原出版

1989 WW  17 

1986 WW  100 

Spalton, D. J. 等繍著

水野勝報植村恭失 共 繍

ナウマン，アッブワレ共著

臨床設科学カラーアトラス

診療眼科学第1…2巻

接病理学 シ品プ1）ンガーブアラーク：鯨 1989 WW  100 

小林フミ子響 内科診諜のための眼践のみかた考え方

所 敬 著 屈折異常とその橋正

（病院その他の保健震療施設〉

南江賞

金諜出版

1988 WW  270 

198号 WW300 

上林 三 郎 著 病説施設ハンドブック 自本プランニングセンタ… 1号189 wx 100 

〈看護学〉

坪井良子鱗

正津晃等監務

磯岩答率詩子 等鑓泰子

近代日本穣名著獄第浩一第憾（第l膨 大費社

関説臨掠看護シリーズ第 1-12巻 学習研究社

看護過程に諮った対症審議 学習研究社

出口瑞穂子宙開託子共監護新・ベッドサイドの看護過線 1…3 学習研究社

rn路 89WY  5 

1989 WY  5 

1989 WY  100 

1989-90 WY 100 

1987 WY  150 

1989 WY 150 

1989 WY  152 

1988 WY  152 

山議舘子 等監イ彦

大城戸宗男由選晃久共繍

氏家帯子等編

形i議昭克等繍

井上武夫等譲著

上回一雄松間緑北福

自由鱗としてのナーシング・スキルを考える

外来患者の指導

老人ケアハンドブック

ターミナノレケアと今後の藍蝶

症例から学ぷターミナルケア

錯環器疾患者の看護

学翠研究社

繍山堂

メヂカルフレンド社

陣出堂

聖マザアンナ医科大学
ターミナルケア研究会

本口 公 信 繍 癌寒痛の臨床 克誠意出版

へるす出版

WY  152 

1989 WY 152.5 

1988 WY  156 

1989 WY  159 
佐藤登英静詩集立こども病院

こどもの審護
看護科共編著

（医学史）

産業罷科大学縞

岩手陸科大学編

東京寵科大学繍

強0学院大髄学部椴！間結編

（参考図書〉

竹内務等繕

等縞

腎木 … 等繍

新 村出緩

松村明纏

蓮葉樹ヰブ持詩学十周篇首諒一1綿一

岩手法科大学六十年史

麓業医科大学

岩手医科大学

1990 wz 23 

198号 WZ 23 

東京医科大学七十年史 東京医科大学 1989 wz 23 

詔O会九州大学監学部卒業25年記念 四O会 1990 wz 23 

研究業績集イ締年4J:I～1鰯年3丹… 読球大医学部地域医療研究 wz 23 

酒井務部教授定年退犠記念誌 愛知学院大歯学部 1990 W Z 100 

統計学事異

社会学事典

広静苑第3版

大辞林

-17 

東洋経済新報社

弘文堂

労｛動部報社

岩波審店

五省堂

1989 R 

1988 R 

1988 R 

1990 R 101 

1989 設 101



藤堂明保嬢

愛知大学tp8大辞典編纂所議集

監修

国松孝ニ等編

山富常雄噂編

議

関根弘等覇

中日大辞典増訂第2版

現ft英和辞典 －携霧薮一

独和大辞典 ーコンパクト版－

岩波生物学辞典第3販

新常掲載科辞典第2販

歯科医学大韓典 －縮刷版一

編 平わかり薬品辞典第2叛

宇井信生等嬢

大木造部

後藤鞠等揖

接部敏次等縞

関原成允等繍

大島正光等編

木島正夫等鱗

生イヒ学辞典

化学大辞典

最新医学大辞典

第 3販

南山堂医学大辞典ー豪華薮一

免疫学期諮辞典第2販

和英医学用語大辞典 〔第1-3巻〕

英和霞学毘語大辞典 〔第1…3巻〕

慶JJI 薬用植物大鰐典穆正版

日本薬学会薬学蹄謂委員会縞薬学用鰐辞典第5版

薬科学大静典編集委民会編 麗JI! 薬科学大辞典

講談社繍 産科学大辞典 Suppl.7 

ミタス纏集部編 漢字臨学爵語

人事興信所縞 人事興信銀上・下第34販

日本学術振興会編

出版年輩繍集部編

時外アソシエ…ツ編

日本能学密書館協会編

〈密書館学）

大学研究所嬰覧 1990年版

出版年羅 1990 第 1-2巻

新設洋議結晶目録 1縦一i鮪 Pt.12-13 

震学雑誌総合話録一酉内雑繍…第？薮
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学習研究社

大接鵠審店
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1号88
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1989 

1989 
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1ミ103
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R 201 
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R 201 
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東京化学問人 1989 R 201 

東京化学舟人 1989 R 201 
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高山裳 1990 
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日外アソシエ…ツ ぬ89
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贋JII欝活 時86

麗}II書店 1986 

講談社 1990 

ミクス 1990 

人事興借所 1989 

日本学術接興会 1990 

出犠ニュース社 1990 

紀伊闘躍書店 1990 

日本医学臨寄贈協会 1990 

R 201 

R 201 

設 201

R 201 

R 201 

2ミ201

R 201 

R 201 

豆 201

R 201 

R 301 

R 451 

R 601 

R 710 

R 710 

1987 Z 

Lambert, jill 響 電子時代俗学議雑誌 日本結審韓協会 1989 Z 

Lancaster, F. Wilfrid 著 抵からヱレタトロニクスヘー臨書館… 詰外アソシエーツ 1988 Z 
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